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田中裕一 の環境教育 に 関す る 一考察




日本では高 度経済 成長に伴 う 工 業開発によ って、公
1960 年代に顕 在｛とした。1960～1970 年代；こ
し、
中で自






ー がし、 る。 問 中を対象とした先行研究は、主；こ和弁間
清司 によ るも のがあるc 和井倒 は教育実践の視点 から、
回
を進渓 させた事実を明らかにしたむ 手口井 関 ；玄 、 問 中の
される社会科を核 と
として捉 えている。
こ こ で、手口井関 ；玄関
続的で一元 的な も のとする一 方で‘ 、
ら向 者の違いを論じている。 しかし、 問 中が自身の環
う 際 iこ、 し、 新 た
に何 を考慮； したのかという 点 が和弁お の研究では明ら
かにされていな いc その結果として、 問








2 . 問 中の公警教育の理論ど 実践
( 1 ） 回 中の公害教育の理論
G) 人権尊璽への着 陸
問 中は、教師と
を追求する。 B3 i:p は公害 教育について、
りとして、
ゃにつつましくまた議閣 として復権 するべきこ と、 い
かな る資 本の理論といえども こ の尊厳 を犯 しえな いこ
とを、断屈 として学ば せることでなくてはならなしリ 、
そして f 人間の生存権 をその根底 からシリアス に間い
なおし、 また教師自身が人権在脅 かすものについ てき
ちんと教えられるかどうかとい う、 教師の存在怒由 を
間い なおされる教育であるJ3 と述べる。 つ まり、公害
、 経済 的・政 治的姿 求に左右 されなし、人権勢震
の思想、 を教師が確留 して持つ ことを重視したのであるc
践 した問 中i士 、 この思想、 をどう
くりに寄与ー するか、 宇井純 の『公害 の政 治学j] （ 三 省堂、
1968 年） から学んだ。 問 中は f宇井純 の本の、 獄図0
0 号実験に接したH寺、私 は授業の方法 論を決めたJ4 と
し、 その本から啓 示を受 けたことを述べてい る。 『公害
の政 治学J は水俣病； こ焦点を合わせて、水俣病 の科学
的原由 と社会 的原田 を論じてい る。 それまでの本と異
なる点として、公答 の社会 的傍；顕 である閏尽 の人撲 を
無 視する政 策 を批判 しf 人権 尊重J5 の思想、 を表明した。
これを受 けて、問 中は水俣病 の社会 的構造を解明し
た上に、 人権 尊重の思想、 を総 立する授業を構想した。
彼 は公害 問題の構造を 「 人間解放 のためにメ カニ ズム
をイ交わない 人照 とその被害 者の対立j として捉 え、 そ
の対立とfそれをその立場；こ追い こむメ カニ ズムの実
態を、 事実としてはっきり捉 えJ6 ることを追求した。
つ まり、公害 の科学的側面 と社会 的側面 から社会 の政
治・経済 的構造を捉 えることによって、 生存擦 が確立
されると考えたのである。
それゆえ問 中は、 公答 教育で 「水銀→ 生態系 とい っ
た科学的関 果関係Jだけでなく、 「 差 別→ 行政責任 と
し、った社会 的因 果関係Jを重視し、 f被答 者の1PJJIこ立っ
て、 公容 の本質を構造的に把握 するj ことを重視するた
水俣病 の本質を構造的；こ把援 することで、 「 社会 のメ
カニ ズムからみると、金 業や行政 やその他あらゆる組
識 や人が、水俣病被害 者を、 自分と対等 の人間と見な
い 差 別J8 の問題が明確になる。 まさに、 宇井 の被害 者
への笈 別から脱 出する人権 尊議 の思想、 と呼 応 してい る。
号 教材づ く りときた徒の認識の理論
公害 教育の教材 づくりについ て問 中は、 「①現象羅
列 説明でなく、 典型 を扱 うこと。 母典型 で、 地i或 ・日
本・世界の共通課題を追求すること。 ③ 感動的素材の
やで本質を追求すること。 命現在 入手できる最高 の学
期 的成果に基づい て授業構成をすること。 ⑤ その最高
の、学部・怒 想、芸術の成果を、 湿 度に単純 化すること。
94 
命 感動や怒 りを生で、ぷ っつ けず、 冷静 に抑 え、精殺 な
認識の結果として再構成し、 よりお い 認識と感動を呼
び起こすこと。 J9 の六つ の視点をあげる。
問 中はこの教材づくりの視点、 を生徒 の認識の発達
に郎して再構成した。 問 中によると生徒 の認識の発達
は、 現実生活 の矛盾 や対立につい ての 「 分析・単純 化
の操 作にたよりながら、 実lliE 的認識が指導されJ、 f さ
らにそれらの事実関 の関係を時照 的・空 間的iこ比較 す
ることによって、 法貝IJ化が行われ、 事実聞 の発展が認、
議 されるj 、 f だがそれは分析・単純 化、法員lj化へ帰納
するや、 それはす 再構成へ発展し、 社会 の
全 体像 を認識しようとするj 、 f そうして得た全 体像 安
仮設として、 検設 ・補 強・拡 大手写 生産へと認識を発展
させるj 10 ように悶 果関係の認識を軸 として深化する。
換 えると、認識の発展は次のように
従 えられる。 公告： 問題におい て、 まず生徒 は公答 問題
の現実を確認する。 次iこ、 それが特定の地域だけでは
なく、 高 度経済 成長期における全 国 的な問題であるこ
とを認識する。 その認識は、公答 間揺さと 科学的、 社会
的側面 から把援 することによって、公害 問題の本質で
ある社会 構造の認識へと発展する。 そこで得た本質的
認識が、 さらに生徒 の身のまわりの生活 で検託 される
ことで、 一層 深まるのである。
干 のように、問 中の公客 数手干の理論は、公答 の本質
を科学的な側面 とともに社会 的側節 から把握 すること
をE重 視し、公害 教育を通して人権 尊重の思想、 を生徒 の
中；こ篠ft. しようとするもので、 あった。 その人権 尊重の
思想、 は彼 の教材づくりにも現れており、 生徒 の認識の
発達 を考慮 した教材研究をしてい た。
( 2 )  陸 中の公害教育の奨議
問 中は1968 年に、 熊 本市 立竜i努 中学校3年 7 綴 の
社会 科の公 開授業として f 日本の公答ー水俣病j の授
業を行なった。 この授業は水俣病 を熊 本の公害 として
学習し、 問題を深めることをど 内察 としたG
に沿って、 そこに問 中のどのような際 的や指導方法 が
あったのかを見てい く。
授業の導入部分は、一 次資料 を過 して水俣病 の笑 態
を知る時 間である。 j33 C 判土 生徒 たちに水俣病 で｛本震 が
僅 か十五 キ ロ の女 の子の写真 を見せ、 良 分たちの体重
と比較 させたり、水俣病 で夫と娘 告と亡 くした上野栄 子
がその境遇 と心情を書い た手記を読 ませることで、被
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く立場を明篠 ；こした。
授業の渓 関部 分：士、 和弁会 協 が先行研究 で述 べるよう
に、 瀦 実験と見舞余 契約の矛盾 を提示することで生徒
、て理解
水俣病
た5tli 実銭 を通して、 生徒 たちは水俣病 につい て科学的
認識を得た3 またチ ッ ソ 工場がその実験結果を会ll りな
がらも 患 者と不平等 な契約を絡 んだことを知り、 水俣
病 につい て役 会的認）殺 を得たっ 問 中 は、 水俣病関 題に
と授業に持ち込み、 羅列 する
のではなく、 契約書と猫 実験を典恕 的な苦手(:yr］とし
ってし 、る。 ここに、 「現象羅列 説明でなく、 典型 を級 う j、
学問・
るjとい う 後 の教材づくりの特徴が現れてい るむ
授業のまとめでは社会の全体 構迭 の認識へと深｛と
する。 田中 ；土 、 窪、 者（｝） 求めるも のは 「 人間役人 企 業の
求めるも のは 「手ljj習 の追求jと対比 しせた。 最後に沼
やは 「 ど
、
んな場合であっても 、 企 業の手l]i関 追求を、 人




生徒 の認識を示すも のとして、 次の感想文がある1\
(Y ・ I ) 今から の数手'f；，；：に f公，Ji:j と い う も の 合わせてべん浴す
る べき だ と 強 く 綴 久 怒応；土、 臼 本の経済の二3支援迭ででき る 若者
L 、［おや、 手IJ；怒(l)j)'pたがおちいる非人間後、 人 々 のさき関心、 そ う い
う ゆでの なと；主人 いや、 人ll自殺さと求め る ？なな ど を矢llっ て も ら う ニ
と c そ して はや く 「公c,t:J と い う も の を と り あげて 、 こ う い う こ
と がス皮 と さ ニ ら な い よ う に 、 ややノドiこ も 大人iこ も う えつける w
と が大切である。
以上にえ てきたよう に、 回
認識の発達 を考慮 してい た。 水俣病 の原菌 や資径 を追
究 する学習のやで、 教師が先行研究 者；こ立ち、 生徒 た
ちは教師の研究 を遺体 験することで、 水俣病 につい て
の科学的認識と社会的認識さと 得ることができた。 授業
の最後では、 感想文；こ見 られるよう に、 「手l]if引 と f 人
間性jの言葉 を対比 させ、 水俣病 を社会の全体 構造の
｛議 題とじて 認識するところまで認識の深 まりが見 られ
たc EB 中 の公誉 教育｛士、 生徒 の認識の深 まりの上；こ人
権 尊重の思想、 を確立させたことに意義があるつ
3. 問 中の環境教事ぎの理論と
( 1 ) 泊 中の環境教育の理議
<D 公害教育か ら 潔境教育への展開
19 70 年代後半、 電子ー力 発電所などの擦 発担 題、 身
ら
げ ではも う ひろがりも ない し、 深 支 りも なし リ と公害
じ、 その 清治 性さと認めながらも それ
をつき磁 らざるをえない’実 践をペJ らざるさと えなくなっ
て、 い ろんなことに絞 を拘 げ ざるをえなくなったjと
した竺 そこで街 中 は環境需 題を、 生徒 を取り巻 く環
境 の中 で起 こる剖怒 として考えるよう になるっ それば、
公容 をはじめ？ 戦争、 難 民、 銃銭、 貧割、 病 災 、 差 別j、
支 た f § 殺、 体罰 、 児童虐待 などのj教育問題も 含め
て け、 院を人間たらしめない状況 J16 だと捉 えた。 干
のよう にお 中 は潔境 教7寄 への渓慌 を::i£罰 した。
環境 教育に視野 を広げた問 中 は、 修や旅 行の改革、
校内緑 化、 校舎彩色 への参加 など地域や自然 への生徒
たちの参加 を特徴とする環境 教育実践の摸索
このよう な模索 を後狩 ししたのが、 1980年｛こ捌 かれた
第 二泊 ヨ ー ロ ッ パ潔境 教脊 国際 会議で報告 されたイギ
リスの 野 外活 動とノ ル ウ ェ ー の環境 教育カリキュ ラム
で‘ あった。 こ の 報告 を受け、 田 中 は欧 米 と日 本で行わ
れてきた環境 教育の遠 いに気 づき、 前者の先駆 的な取
り組 みから学ん だ。 そ れは 、 様々 な体験活 動の 中 で生
徒 と環境 との 関わりを過 し て、 自然 の 価値 を認識し 、
自然 と対侍 する人 間の生 活 を見直す環境 教育の 学習計
画の組 み立て方 である。
つま り、 回 中 は 、環境 問題の全 体像 を把握 し 、環境
問題を 「人 間を人 間たらし めない状況 Jとし て広く捉
えた。 そ の 上、公安 教育 を基数 とし つつも、生徒 と身
の ま わりの環境 との 関わりに 自を向けた環境 教育 を考
えるように なった。
� 環境教育綾
田中 が捉 えた環境 問題iこは 、人 間の 行為に よって変
化する自然環境 が、 入閣 の生命 や生 活 を侵害 するよう
に f 白 熱 を媒介 ；こ し て 『加害者J とし ての人 間と 『被
とし ての 人 間の矛盾 関係が存 在jげ する。 つま
り、環境 問題の木 賀はモ ノ の設 かさを得るために人 間
らし さを犠牲に し てし ま った り＼関 性の崩壊j に ある
と、 問 中 は 考えた。 そ の ため、潔境 問題を扱 う
育 では 、人 間らし さや人 間伎の回復 が求められる。
邸 中 は 、人 間性の侶復 すなわち人 間の あり方 をどの
ように 選択するの かという間いに f潔境正 義」の 立場
から答 えた。 問 中は 、199 7年の京都会議で、 米密 が発
展途上国 との金銭 取引で温暖効果ガ スの 排 出削減 義務
を逃 れた事実をあげ、そ の不平等 な構造を指檎 し てい
る。 つま り、 問 中 は 、環境 問題が社会的強者に よって
引き起こ されるに もかかわらず、環境破壊の影響は 社
会的弱者に 集約するという事実に 対し 社会的公正 を求
めるこ とを、 「環境正 義j とし て解釈 する。 こ こ に は 、
被害者の 立場に 立つという問 中 の 考えが公害 教育 から
一愛 し て環境 教育 に も見られるといえよう。
し かし 、田 中 は公害 教育 と異なる点とし て、環境 教
育 では 「環境 問題を広く捉 えて、人 間が入部 らし く生
きるための 必要条 件 と捉 えるならば ［中路］ 自然 ・ 社
会・人文 、 どの 入り口 から入ろ うと、災 の 院から出で
来る時は 、 より人 間的に 考え、 行動できるように なっ
ているべきであろ うJ1 8 と述べる。 つま り、 問 中 は 自
然 と人 間、 人 間と人 間の 関係伎の 中 で環境 教育 を構想、
し 、環境 問題へ生 態学的に アブ。 ロー チし たといえよう。
こ こ でいう生 態学とは 、生物 の 鈎 体 を取り上げて論
96 
人間の終段Eな労織 と 生活が 、 自 然 と 人間の認和のなかで、 見:ni
な機能 と 工芸美を主主みだすさ ま を 、 染織 ・ 和紙 ・ 木製品 . iす幾品 ・
陶磁器な ど を グループ研究 させなが ら理解 さ せ よう と した。 生徒
た ちは こ こ で改めて お ？吉生活のなかでの霊堂か さ を実感 した。 た が
いの顔が見える生ifti.を消炎、 末代物 と iliiU号年委主や溌築物、 タトか ら
付加 し た装飾 と 長室tit�主機能が内から現す三患のま翠き な ど、 f持続可
能な開発」 のi盗用規撲が見える終淡で よい品物のカ傘i土、 そ の ま
じるの では なく、生物 とそ れを取り巻 く環境 を一 体と
し て捉 えるの である。 つま り、 問 中 は 自然 ・ 社会 ・ 人
文 など分立する分野 を一 体に捉 え、栂]iの つながりに
焦点を 合わせた。 そ れらの 分聖子の つながりを意識し つ
つ、 総 合的に 活用するこ とに よって、 社会構造を把握
するこ とができ、 人権 尊重を根底 とし た環境正 義の 価
値観 を取る人 間の あり方 を提示する。 公容の因果 関係
を追究する公害 教育に 比 べ、 より深い次元に踏 み込ん
だ潔境 教脊 が構想されていた。
③セ ンス ＊ オ ブ ・ ワ ン ダーを 意識 し た子育ての方法
、て邸 中 は 、 レ イチェ ノレ ・ カー ソ ン
(C arson, R. L. ）の 『沈黙の泰 （Sil entS pri ng) JI に f環
境 教育 を触 発するインパ ク トとし ての 危機意識J19 が
あるとし 、 「セ ンス ・オブ ・ ワ ンダ－ Jを 「人 間を人情
たらし めない状況j とし ての環境 開題に 医 を向ける感
性とし て学ん だ。 「セ ンス ・ オブ ・ ワ ンダー 」とは
を感じる心や、 新 し い米知なるもの に 出会う感動、共
感、憐 み、 賞賛 、 そ し て愛 J20 といった感性である。
そ の 感性に よって、 人は 感情の 対象に ついて知識を得
ょうとするc 『沈黙の泰J で描 かれた経済 成長と科学技
術の 発展へ突 き進む社会では 、 そ の 感性を働かせるこ
とで f人類 が意味の ないおそ るべき危険 に の りだし て
いるj こ とを知り、環境の安全 を守 る 「 べつの道」 を
選 ぶ、 とカー ソ ンは 述べていた2 1。
問 中 は 、 f 危機感や感動から触 発され、人権 と科学
に 支えられ、 知がカとなった持 、 そ の 過程が、環境 ・
公害の 教育 と呼 ぶに値 いし ようJ22 と、環境 教育に お
ける感性の 作用を述べた。 つま り、 問 中 は生徒 が自然
や社会の環境に 関与 するこ とで、 fセ ンス ・ オブ ・ワ ン
ダ－ Jを働かせ、 感伎のーとに 科学的認識や社会的認識
を発達 させようとし たの であるc
邸 中 は 、藤陪貞彦の言葉 を参照し ながら環境 教育 で
は 「 『世 直しi と 『子育 てj を統一 的戦略 とし て展望 す
る」23 と述べた。 「 世 直し 」 と f 子育 てj は 、 本来大国
と校 会の関係を従 える した考えで
ある。 大出 は、 生徒 がf与 えられたもののなかで J育
てられているために 「 自ら選 びながら、
発見しながら、 自分念 形成していくjことが欠溶 する






生活 の実 体験を返 して〆渓 っ
と
j のために 「 世
と社会的認識が発達 される。 その認識は生徒 の今後の







て、 自然 ・ 社会 ・ 人文な
t討 すことで社会の全 体構造さと把握 し、 人部 のあり方を
関 うという深し
( 2 ) 街 中の潔境教育の実践
ぐ会 総会学習と しての環境学習計画
国 iや は感性の上；こ認識を発達 会 ぜ ることを窓 識し
9 7  
生徒 たちの住
もとに設計されて
、J 11 の汚染 と底 生物
(2年号 ）、 民芸文化 （3年岳 ） など多くの地域教 材が
用いられており、 生徒 たちは身近な自然 、
；こ足を運び、 そこで得た事実 的認識をそこに含ま れる




詳細 な記録は見当たらないものの、 問 中によるf民芸
を考えるj授業について次のような記述が残 されてい
る260 この授業では、熊 本氏 芸館 長外村吉之助 を招 い
て民芸品について生徒 たちに紹介 した。
悼 の記述から、 地域の民芸品を探究することを過 し
さを感得するとともに、 民主芸 品；こ�
ことが意図されている
ことが分かる。 各単元 では、 このよう
験から出発し、 感性の上に認識を深めるよう
られていた。 こ 生徒 たちの民芸品につい
ての認識はf持続可能な開発jへ の理解といったよう
な社会全 体 を捉 える認識へ と顎 かれ、 fセ ン ス ・ ヌ？ ブ ・
を意殺 し〆 た環境 教育が具現されていた。
らは、認識の発達 が偲々の自
じ るのでほ なく、 その認識さと仮設
し、拡 張するよう
習計剥 が設計されている。 例 えば 、 1年でEl J I I • f手弁
J 11 · 八 景・ 水谷 に足を運び （1年三号 ）、 身近な自然環境
としての水 を体験
J I I の水汚染 と水底 生物についての研究によって （2年
呑 ）、 科学的認議へ と発渓 してし 、くむ それが3年では、
治水 といった人間と自然 の関わり方と
題に限 定されるのではなく、 資j涼 ・ エネ ルギー 罷 発の
問題 。 年金 ）＼こも活 かされ、環境 と
える認識の深まりが意匿 されている。 さらに、
稜 が編成されていると考えられる。
以上、環境 学習計i援 の実務 を見てきた。 間
身近な環境 の体験を通して認識がどのよう
表 4 1 980 年度地域の環犠学習計箇27
n 
4 1 






設 ： 校長さ く ？上〉 、 三護手↓ く 去さ 〉 、 盟諸く 苦言 ＞ 、 家 i蓬 〈 さ京 〉 、 美術
〈 主主 〉 、 主主5きく 爽 〉 、 然多重体す く f災 〉 、 1震をさ＼＜ ＇護 〉 、 今寺7.i'Jl安動
く 符 〉 、 ［湾軍E数字ぎ く 向 〉 、 学校三主数時間 く 学裁 〉 、 必修 ク ラ ブ
く ク 〉 、 学年三薬会 ＜ 学三議 〉 、 生後会 く さ主 〉 、 PTA く P ＞ 、 三界初耳法
E杏｛多く 茨 〉
に深化するかは、 教師の指導のもとでありながら、 生
徒 自身；こ 大きく委ね られていたということが単元 レベ
ルで確認で、 きた。 また公害 教育では、水俣病 の学習を
通して得た社会的認識が、公害 問題の因 果関係の追究
として閉 じられていた。 それに対し環境 教育では、 あ
る単元 で感性を養 い、 亥 た感性を通して深化した認識
を複数 の単元 で適用するよう教育課程が編成されてい
た。 感性を返 した認織 のj築家 りに力点を震いたところ
られる0
® 平和 ・ 環境開 題を考える社会科の授業
身近な潔境 をと題材としながら、 感性を通した認識の
深まりを；さ：殺 した授業を行 う一 方で、 、 田 中 は公害 教育
から一 貫 して人権 尊重の思想を教える環境 教育の授業
を行 っている。 では、 そのような潔境 教予言ーは公害 教育
とどのような奥 向があるのか。 水俣病 の授業と共通す
る環境破壊 を扱 っている平和 ・ 環境龍麹 を考える社会
科の授業実践につ いて検討する。
この授業は、 全 部で三 次から構成されており、 その
内環境 問題を扱 ってし
である。 授業の導入部分で、 邸 中 は空爆 の写真 など戦
争 の残滋 な場活 を生徒 たちに提示するだけではなく、
その戦場が古代メ ソ ポ タミア文明発祥 の地 であるニ と
を示した。 水俣病 の悲惨 さを表現する一 次資料 を与 え
る公答 教育の実践に対して、 f美 しいものの共通点、み
にくいものの共通点から、美 しいものとみにくいもの
差 異、 平和 と戦争の差 異へと進むJ28 授業の構造の変
化からえ ると、 生徒 の感性のよ に認識を発展させるこ
とが意識されている。
戦争による環境破壊 の深刻 さを理解させるため、 EE cp 
は生徒 たちに原泌 流出最 を計算 させ、 より身近な水 島
コ ンど ナー ト流出事故 と比較 させた。 水鳥 コ ンビナー
ト流出事故 では、約 8 万キ ロ リッ トルの重泌 が流出し、
98 
された。 湾岸 戦争で は、110
万 キ ロ リットノレを’超 える原油 がペル シャ 湾；ニ 流出した。
向 者を対比 し、 その他；こも油田火災と核 、 科学戦争 を
想定することで 、環境被壌 につ いて生徒 が科学的に認
識で きることを企隠 していたと考えられる。
戦争がもたらす環境 と人擦 の破壊 につ いて、 問 中は、
されたペル シャ 湾：こ緩怠、 するベル シャ ウ と
いう鳥i'.I＇死 にき，1J るメ カニ ズムを典型 として扱 った。 v
のメ カニ ズムiこは、 人Fr号 から発した戦争が自然 とそ
v
する生物に災し 、をもたらすという自然 と人間の
w の8 然 と人需 の矛扇 が、養殖 業主義
滅 、淡水 化ブ ラントの危機、飲料水 、 発電 などの危機
して、最終 的に人間に被害 を及ぼ すという人間
と人間の関係の矛盾 を浮き彫 りにした。 ここに、
を扱 うj、 「 単純 化するJ としづ公害 教育における問 中
の教材づくりの特徴が潔境 教育で も現れているつ
民族独 立、決主主義、貧国 、環境 な
99 
くの綴域；こ関係する問題として、 戦争とし サ 問題
の構造を捉 えている。 その上で 、 社会的強者が引き起
こしたこれらの被害 が社会的弱 者において最も深郊で
あることが強調されている。 このように、
おいて主張されていた人権 尊震 を根底 にした環境正 義
の思想が、潔境 教育の実賎においても一貫 している。
これと九プPC > w パノ 、 、
否定的に捉 える綴向 が指摘で きるむ こ
それらの環境政綴 の現象は様々 だが、
化、 大量 生産と大丞消費 、手I]潤 追求と8
民衆主義と住 民自治の米成熟 に主主 く 『政！？守 と市 場の失
敗J；ニ多くは起闘 〔？？］ するので 、
義；こすりかえないよう留 意させるj、 「 （4 ）とりわけ政
府 による悶権 発言語 と参加で ひき程 こされる戦争 は、長
り、 その中で長火 の人権侵等 が起こ
ることを怒 解させるj307な どの笥 擦がな てられてし 、たc
自擦で は経済 開発が環境破壊 をもたらしたことを
生徒 に認識させようとしているつ しかし、 経済 開発を
推進する理由 につ いては蝕 れられていない。 カ日護 者と
、ては、 経淡路 発
や戦争 、 それらと環境破壊 の関係の葛藤 につ いて認殺
することが、潔境 問題さと解決することにおいて護主きで




は次のこ つ の変化が� られる。 第一ー に、公，;r;: 教育で も
も認識の深まりの上に人権委事選 の思想、 を後
立しようとした。 しかし、環境 教資で はさらに身近な
した認識の発逮 が意識さ
れていたコ またその認識は、倒々の探境 や生活 の問題
に跨 じ るので はなく、 身近な環境 開題を捉 えるi擦 に適
応 し、 拡 張するよう企隠 されていた。 第 二；二 、
と上ヒベ 、 生態学的
自然 ・ 社会・人文などの分野 の関連




4 ‘ おわ り に
問
中は環境 教育を返 して人間のあり｝； を熊いiを していたc
彼 の環境 教育は、環境 の愛 かさを感得する 「セ ンス ・
オブ ・ ワ ンダー 」 ととも に、 自然 ・ 社会 ・ 人文 それら
の分野 のつ ながりを見出すような生態学 的怠 考からア
ブロ ー チした 。 そのよ で、 問題の全 体構造を把握 し、
人権 尊重さと 根底 とする環境正 義の価値観 をも とに、 人
間のあり方を問うという深い認識の次元 に踏 み込ん だ
こ とに問 中の環境 教育の独 自性 があった 。
問 中の環境 教育は、身近な生活 を護視する世界的潮
流としての環境 教育から学 びながらも 、役 会的認識や
人権 意識を核 とした 日本盟内での公害 教育と連続し、
内在 的；こ 発展した も のであった 。 こ こ には、現在環境
教育研究で問題とされる、 社会的認識と行動が切 り離
され、環境 問題を解決する行動のみを求める税政 治｛と
された環境 教育ではない新た な環境 教育の道を切 り開
いた 意義があるといえるだろう。
た だし、以下 の点、は談窓 として指摘 するこ とができ
る。 問 中の環境 教育では、被答 者叙I］に立った 人権 尊震
の思想を基盤 とした た め、
とされていた 。 例 えば 、 経済 開発や生援 の拡 大
は翁協 な減少 させ る上で有効な解決方法で、 ある。 しか
しながら、 自然環境 という観 点から 見ると、環境破壊
の危険性 を苧ん でいる。 環境 教育で、 は、 こ のような環
境 を会 かす婆悶 と環境破壊 の認藤 を理解するこ とが護
婆である。 こ の点、は、 入詞 をや心として環境 問頴 を捉
え、加護 者と被謀 者の矛盾 を被害 者側 に立って認識し
ていた た め、 経済偶 発を批 判的に捉 える傾 向にあった
問 中の環境 教育の課題で、 あった といえよう。
設
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